
 

 

 

 

 

 
 

 

協働大学第4回【地域コミュニティづくり】 

 
9月20日（水）になは市民協働大学第4回を実施しました。 

「地域コミュニティづくり」について、銘苅新都心自治会の前原信達会長、銘苅小学校区まちづ

くり協議会の平得永太郎会長、那覇市まちづくり協働推進課の屋比久尚也課長が講義を行いまし

た。 

那覇市の自治会の現状と課題や、銘苅新都心自治会と銘苅小学校区まちづくり協議会の取組み

等を、事例を基に分かりやすく説明いただきました。 

後半は、グループごとに講話を聴いての感想や講師への質問を共有し、講師に１番聴きたい質問

を選定するワークを行い、全体への発表後、講師のみなさんから回答がありました。 

自治会と小学校区まちづくり協議会の違いなども丁寧にご説明いただき、受講生からの満足度

も高い講義でした。 

受講生からは、『地域の活動を続けていくためには「ゆるやか」「楽しく」が大切であると実感し

ました。』『自治会やまちづくり協議会は地域コミュニティづくりには必要不可欠だと感じた。』な

どの感想がありました。 

 

 

 

     

～講座、グループワークの様子～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年10月 16日発行 

那覇市まちづくり協働推進課 



 

 

 

 

  

 

・講座の満足度は？  

  回答２3名中：「満足」18名、「やや満足」4名「やや不満」１名 

 

・自治会の取組みをはじめて知ることができた。 

・自治会と民生委員、企業、団体、校区まち協の連携が大切だと改めて思いました。 

・民生委員になってみたいと思いました。（今回の話を聴いて重要性を感じました） 

・自治会づくり、コミュニティづくりは銘苅新都心自治会によるいろんな企画があり素晴らしい

と思った。 

・毎回アレンジのきいた運営に楽しみを感じます。 

・屋比久課長の「地域とつながる第一歩」としての“立哨”（交通安全の旗持ち）活動が面白いと 

 思った。 

・子どもとその親あっての諸活動であると思われ、高齢者が多くを占める地区におけるコミュニ

ティづくりこそが大きな課題であると感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会と小学校区まちづくり協議会のコミュニティのイメージ 

 

 

 

 

●第5回講座 

1．日  時：令和5年 10月11日（水）＠若狭児童館 

10月18日（水）＠松川共同住宅 

11月  4日（土）＠銘苅てんとうむし公園 

2．講座内容：【現場取材・体験】 

 ※欠席される場合は事前連絡をお願いします。 

 

      

        

 

【受講生の声（アンケートより一部抜粋）】 

 

次回は座学で学んだ現場に
行きます！ 

担 当：大髙 山田 渡嘉敷 

電 話：098-861-5024 

メール：C-KATU005@city.naha.lg.jp 

 

 
今後のスケジュール 


